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Asphalt Cement in the Asphaltic Mixtures 
Seiichiro Ohta 
Abstract 
ln the asphaJtic pavements， the amount of the asphalt cement is very 
important. In this paper， the author expiain令 thatthe amount of the asphalt 
cement is easily determined by the author' sグASPHLT MASTIC CHARTグ
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ぷ、るし、 A。比表面積(cm'/g) a2 • õO比酉率(lkg当り〉 a2・115比国率(lk雪当り〉
(mm) p=2.50 p=2.50 
40-20 1.8 0.2 0.2 
20-10 3.3 0.3 0.3 
10-日 6.1 0.6 0.6 
ラ-2.5 11. 2 1.1 1.1 
2.5-1.2 20.8 2.1 2.0 
1.2-0.6 38.6 3.9 3.7 
0.6-0.3 71. 0 7.1 6. 7 
0.3-0.15 133.0 13.3 12.5 
0.15-0.075 246.0 25.5 23.0 
V 計 算 何日
(a) アスフアルト，コンクリート(フイラーはアスフアルトの30%と仮定する)
この混合物の骨材のふるい分けその他のものは，以下示す値であるO
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l 大田誠一郎: 太田式表面積段によるセえ γ ト.モルダnおよびコ γグリ F トの水， セメ Lノト上じの
検討室工大研報 1，No.4， 539 (19ラ3)
土木学会第8回年次大会講演(1952) 
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ふるい p% a2・65 pa 
(mm) 
20-10 4.2 0.3 1.8 
10~5 8.4 0.6 5.0 
5-2.5 11. 4 1.1 12.6 
2.5-1.2 10.4 2.0 20.8 
1.2--0.6 n.4 3. 7 42.2 
0.6-0.3 17.8 6. 7 1]9.0 
0.3--0.15 24.0 12.5 300.0 
0.15-0.075 12.4 23.0 285.0 
以下 100. "2.pa = 785. 9キ7.9x 10' 
0.075 0.5 
横軸の7.9x102から縦軸にP二 13.2が求まる。
















アスフアルト 8.8 7.7 7.7 
113.2 100.0 100.0 
(2)， (3)の値の内容については(α〉の例で説明した。
(c) トペカ混合物(ふるいの数個を飛ばしてふるった場合，フイラ{量50%)
vふるL、 p% α2・65 ρ。
(mm) 
20-2.5 24.0 0.4* 9.6 
2.5-0.3 39.6 2. 7水 106.9 
0.3-0.15 24.0 12.5 300.0 
0.15-0.0ウ5 12.4 23.0 285.0 
"2.pa = 701. 5ニ7.02x10'




(1) (2) (3) 
，f目耳 材 100. 88.5 88.0 
フイ フー 4.3 3.8 4 <1
アスフアルト 8. 7 7. 7 7. 7 




























(2) 骨材の比重の測定を行うこと， もしこれを省略したいときは，いづれも ρニ 2.65とし
てやって良し、。
(3) ふるいの細かいもの，すなわち， O. 075rnm， O. 15rnrnおよび0.3mrnの 3個のものだけ
は是非用意したい。
2 太悶誠一郎. 土木学会第6回年次大会講演 (1950)
(176) 
(昭和29年6月4日受付)
